









































































































































































































































































0人 2人 1人 15人 5人 2人 1人
留学経験者 0人 2人 4人 13人 2人 0人 1人
その他の学生 0人 0人 0人 26人 8人 4人 7人








8-1. 英語が好きだ 8人 12人 31人 33人
8-2. 外国の文化や習慣に
興味・関心がある 4人 6人 33人 41人
8-3. 私にとって英語を勉
強することは必要だ 3人 7人 24人 50人












6人 24人 27人 27人
8-8. 外国人の質問に答え





















平均 標準偏差 中央値 最頻値
8-1. 英語が好きだ 3.10 0.95 3 4
8-2. 外国の文化や習慣に興味・関心がある 3.33 0.81 3.5 4
8-3. 私にとって英語を勉強することは必要だ 3.45 0.80 4 4
8-4. 英語はできる方だ 2.30 0.88 2 2
8-5. 留学の経験がある／予定がある／してみ
たい
3.00 1.02 3 4
8-6. 将来、英語を使う仕事をしたい／する予
定だ
2.69 0.97 3 3
8-7. 将来、私は今よりも英語で話す機会が増
えると思う
2.94 0.92 3 4


































留 3人 2人 4人 3人
留＋キャ 0人 1人 5人 4人






































平均点以上 23人 16人 11人
平均点以下 4人 6人 39人






C1 B2 B1 A2 A1 判定不可
平均点以上 2人 3人 26人 5人 2人 6人
平均点以下 0人 1人 22人 10人 4人 3人






小学校入学前 小学生 中学生 高校生 大学生
平均点以上 4人 4人 8人 18人 7人
平均点以下 0人 5人 11人 24人 3人


















平均 標準偏差 中央値 最頻値
10-1. 英語の授業で習ったことを家族に話した 2.63 1.00 3 3
10-2. 家族に褒められたいから英語学習をした 2.13 0.95 2 2
10-3. 英語のテストや成績について、家族から
怒られた経験がある
1.83 1.11 1 1
10-4. 家族は自分の英語の成績に関心が高かっ
た
2.69 1.05 3 3
10-5. 家族と海外旅行に行ったことがある 2.32 1.43 1 1
10-6. 家族は学校行事に積極的だった（例：授
業参観、運動会）
2.96 0.97 3 3
10-7. 家族からの影響を受けて、外国に行きた
いと思うようになった
2.31 1.22 2 1
10-8. 家族からの影響を受けて、外国の文化や
習慣に興味を持った




2.18 1.16 2 1
10-10. 家族からの影響を受けて、英語を話す
仕事に就きたくなった















平均 標準偏差 中央値 最頻値
11-1. 英語の先生を尊敬していた 2.70 1.05 3 3
11-2. 英語の先生が好きだった 2.81 1.02 3 3
11-3. 英語の授業は楽しかった 2.93 0.99 3 3
11-4. 英語の授業中、積極的に発言していた 2.49 0.96 2 2
11-5. 英語の授業を通して、英語で会話をする
ことが得意になった
2.32 0.98 2 2
11-6. 英語ができる人は、立派な人だと思われ
ると思った
2.80 0.97 3 3
11-7. 将来、英語ができた方が得をすると思い、
英語学習をした
3.02 0.86 3 3
11-8. 英語の先生に褒められたいから英語学習
をした
2.19 1.05 2 2
11-9. 学校での学習や先生の影響を受けて、外
国に行きたいと思うようになった
2.44 1.09 2.5 3
11-10. 学校での学習や先生の影響を受けて、
外国の文化や習慣に興味を持った




2.65 1.07 3 3
11-12. 学校での学習や先生の影響を受けて、
英語を話す仕事に就きたくなった













平均 標準偏差 中央値 最頻値
12-1. 同世代の仲間に英語を話せる人がいる／
いた
3.14 1.08 4 4
12-2. 同世代の仲間に、尊敬する人がいる／い
た
3.00 1.04 3 4
12-3. 同世代の仲間に外国の文化に詳しい人が
いる／いた
2.96 1.10 3 4
12-4. 海外に同世代の知り合いがいる（英語圏） 2.27 1.33 2 1
12-5. 英語学習をしていく上で、ライバルとな
る仲間がいた
2.64 0.98 3 3
12-6. 英語のテストの点数で仲間に負けたくな
かった
2.98 0.96 3 3
12-7. 仲間に褒められたい／尊敬されたいから
英語学習をした
2.44 1.08 2 2
12-8. 他人より英語の成績が良いと、優れてい
る気持ちになった
2.82 0.95 3 3
12-9. 同世代の影響を受けて、外国に行きたい
と思うようになった
2.61 1.09 3 3
12-10. 同世代の影響を受けて、外国の文化や
習慣に興味を持った




2.63 1.05 3 3
12-12. 同世代の影響を受けて、英語を話す仕
事に就きたくなった






















































ᐙᗞ⎔ቃ Ꮫᰯ⎔ቃ ே㛫⎔ቃ 䛭䛾௚
表12 英語学習で最も良い影響や刺激を受けた環境（問13）別人数
家庭環境 学校環境 人間環境 その他
平均点以上 8人 18人 13人 2人
平均点以下 7人 23人 10人 3人






















ᐙᗞ⎔ቃ Ꮫᰯ⎔ቃ ே㛫⎔ቃ 䛭䛾௚
表13 英語学習で最も不安が高かった環境（問14）別人数
家庭環境 学校環境 人間環境 その他
平均点以上 7人 13人 7人 12人
平均点以下 5人 23人 7人 10人
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表14 英語学習で最もプレッシャーを受けた環境（問15）別人数
家庭環境 学校環境 人間環境 その他
平均点以上 6人 15人 10人 10人
平均点以下 9人 20人 6人 8人
合計人数 15人 35人 16人 18人
について分析するために、現在の英語に対する意識の項目の合計点数と、3つの環境の
それぞれの合計点数間の相関分析を実施した（表15）。その結果、情意要因との関係が最
も強い環境は、人間環境であることが分かり（r =.61, p =.00）、問12の人間環境について
の項目12問中9問の75％の平均が2.5を上回っていることからも分かるように、現在の
英語に対する意識に影響力が最も大きいと言える。続いて学校環境（r =.50, p =.00）、












相関は中程度（r =.41, p =.00）、問10-9と問8-5「留学の経験がある／予定がある／して









Pearson の相関係数 .39 .50 .61
有意確率（両側） .00 .00 .00
家庭環境 Pearson の相関係数 39 .40 .46
有意確率（両側） .00 .00 .00
学校環境 Pearson の相関係数 .50 .40 .59
有意確率（両側） .00 .00 .00
人間環境 Pearson の相関係数 .61 .46 .59





















































































































あり（r =.48, p =.00）、問12-7と問8-2「外国の文化や習慣に興味・関心がある」の相関











を勉強することは必要だ」との相関は中程度あり（r =.40, p =.00）、問12-2「同世代の仲
間に、尊敬する人がいる／いた」と問8-3の相関も中程度あった（r =.42, p =.00）。問
12-1「同世代の仲間に英語を話せる人がいる／いた」と問12-2「同世代の仲間に、尊敬














あり（r =.45, p =.00）、また、問12-6「英語のテストの点数で仲間に負けたくなかった」
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Abstract
This study investigates how current attitudes toward English differ depending on the
learning environments of English learners. The learning environments were categorized into
those at home, those in school, and human relationships. In addition, which environments would
increase motivation for learning English was investigated.
A questionnaire was completed by a total of 84 students ranging from 1st graders to 4th
graders at Tokyo Women’s Christian University. The questionnaire included items regarding
basic information of the respondents, current attitudes toward English (i.e., affective learning
factors), home environments, school environments, and human relationships.
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Results showed each learning environment influences affective factors in different manners.
In addition, it was revealed that the human environments affected the current attitudes toward
English the most. As for the home environments, it is important for the family to be interested in
the learner’s desire to learn English because such interest would lead to the improvement of the
learner’s English proficiency and improve the learner’s confidence. Results on the school
environments showed that the English learners believe that the more one’s English proficiency
develops, the higher their social status becomes. Therefore, teachers can motivate learners by
letting them imagine how they may use English in the future. Finally, as for human environment
factors, the learners were found to be greatly influenced by their same-generation influential
friends. Therefore, it is important for them to have social interaction with various friends.
To sum up, it can be concluded that different learning environments have different
relationships with affective learning factors. Future research that investigates the most suitable
English-language education in schools which takes home environment factors into careful
consideration would be beneficial.
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